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病院理念 

昨年の活動報告と年頭にあたって 

地域医療支援病院として 

 2023年4月に大阪府から地域医療支援病院の認定を受け、

それ以降、地域における急性期医療を担ってまいりました。

2025年は少子高齢化がよりいっそう進んでおり、いろいろな

課題が浮き彫りになってきています。 

 特に高齢者救急は大きな問題です。かかりつけ医の先生方と

の連携や介護施設入所中の方々の急変に対する医療がより一

層求められるようになってきており、救急体制の強化が必要に

なって来ています。また、近畿大学病院が2025年11月に堺へ

移転されたことにより、当院の救急医療に貢献する比重が重く

なっており、地域の方々の期待にこたえなければなりません。 

 そのためにも救急車の迅速な受け入れに尽力してまいりま

す。2024年11月より2025年10月までの救急車受入件数は

4,539件で、月平均378件を受け入れております。（表参照） 

⑷脳・脊髄・神経センター 

脳血管内治療（カテーテルによる治療）（125例） 
 

⑸糖尿病専門外来新設 

糖尿病専門医による外来 

健診事業の拡大 

 当院では一般の人間ドック以外に、脳ドック・認知症予防

ドック・アミロイドPET-CT検査などを実施しており、病気

になる前の検査として積極的に受けていただくことができ

ますので、ぜひ利用してください。 

高度・専門医療の推進 

 当院はロボット手術など高度な医療を積極的に行っておりま

す。各診療科の2024年11月～2025年10月の症例数をあげ

ます。 
 

⑴消化器センター・泌尿器科 

ダヴィンチによるロボット支援手術142例（消化器外科116例、

泌尿器 26例） 
 

⑵心臓血管外科センター 

TAVI（経カテーテル大動脈弁置換術） 16例 
 

⑶整形外科・低侵襲脊椎センター 

膝関節疾患に対するロボット支援手術283例（両側71例 片側

212例）、脊椎疾患に対する低侵襲内視鏡下手術（217例） 

災害訓練 

 災害訓練を9月27日に行いました。当院職員だけでな

く、羽曳野市市役所、藤井寺保健所、大阪南消防局、羽曳

野市医師会、連携病院、美原看護学校や介護施設の方々

と協働させていただきました。 

 当センターとして平成31年4月から羽曳野市より指定を

うけております。いつくるかわからない災害に対して、民

間・行政一体となった対策が必要になってまいります。 

より一層充実した連携を深めてまいります。 

新年あけましておめでとうございます。 

城山病院の2025年の活動報告と2026年年頭にあたっての 

ご挨拶をさせていただきます。 

2026年にむかって 

 2025年は、第2次ベビーブームで生まれた方々、いわゆ

る団塊の世代の方々が75歳と後期高齢者になられ、高齢

者の占める割合が増加してきます。また、特に南河内地域

は高齢化率が大阪府の中でも高い地域です。これからは、

今まで以上に、健康寿命を延ばすための病気の早期発見

や、急性期医療とそれにつづく療養・介護施設との連携が

重要になってきます。 

 南河内地域で信頼され必要とされる病院として今後も地

域の皆さま方の期待に応えるべく努力してまいりますの

で、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。 

 R5.11月～R6.10月 R6.11月～R7.10月 

入院患者数 102,509 101,859 

外来患者数 123,690 109,905 

手術件数 3,943 3,574 

救急車受入件数 5,113 4,539 



 

 

 

 

 

 
がんサロン「白鳥の会」を開催しました 

しろやまハイブリット研修会のご案内 

糖尿病専門外来が始まります 

 

 11月25日、がんサロン「白鳥の会」を開催しました。今回は、大阪府がん患者サポートセンターより 

ピアサポーターの衣斐さんに参加して頂きました。ピアサポーターとは、同じ体験をした仲間（ピア）を

相互に助け合う（サポート）人のことです。衣斐さんのお話は、“がん”と告知された時の心情、家族・仕

事・お金・治療のことなどを明るいイラストを用いて説明され、具体的でよくわかる内容でした。 

 “がん”と告知を受けたときは、“なんで私だけ”という思いでしたが、“前向きに生きよう”という気持ち

に変わっていくお話に、私たち職員も前向きに生きる大切さを感じました。 

サロンの時間では、衣斐さんを交えて質問やそれぞれ参加者が思いを伝え

る時間もあり、笑顔のある楽しい会となりました。また機会がありましたら、

ぜひピアサポーターとともにがんサロンを開催していきたいと思います。 

 次回は２月２５日を予定しています。詳細が決まりましたら城山病院ホーム

ページでお知らせいたします。みなさまのご参加をお待ちしています。 

桜まつりの開催が決定しました 

2025年11月27日 献血を行いました 

 11月27日に城山病院で、400㎖献血をメインに行いました。

今回は、54名の多くの方にご協力頂きました。 

 毎年、病気や手術のため輸血の必要性が高くなっており、特に

400㎖献血やO型が足りないとのことでした。 

少しでもご協力できるように城山病院では年2回献血を行って

おります。 

 身近にできるボランティアとして、これからも継続的に行ってい

きたいと思います。 

～ 糖尿病専門外来 ～ 

担 当 医 ：岡部玲子 医師 

診察曜日：月曜日・水曜日 

診察時間：9時～12時30分 

 

専門：医学博士・糖尿病専門医・総合内科専門医 

    内科指導医・糖尿病療養指導医 

岡部医師 ： 

「これまで 糖尿病の患者さんを中心に診療に携

わってまいりました。地域医療に貢献できれば

と思っております。どうぞよろしくお願いいたし

ます。」 

城山桜まつり2026 
 好評につき2026年度 

開催決定！ 日程：2026年4月5日（日曜日） 

時間：10時～15時 （雨天決行） 

場所：城山病院 中庭 

    （駐車場無料） 

●ステージイベント 

●救急車内見学 

●InBody体験（体重・体脂肪・筋肉量を詳細に把握！） 

●看護師体験     

など様々なイベントを計画しています。 

（※内容は今後、変更する可能性がございます。） 

詳細は、 

今後公式LINEなどでお知らせ予定です 

病院だけでは見えない“退院後の現実”を家族の視点から  

お伝えしたいと思います。 
 

日程：2026年1月22日（木） 17：30～18：15 

講師：看護部 副看護部長／脳卒中看護認定看護師 

    吉田 芳美 

会場：オンライン（ZOOM） 
 

ミーティングID：838 8381 8696 

パスコード：142035 

脳卒中患者の生活を支える看護  

～退院後の課題と直面する現実～ 

医療従事者向け 

ZOOM参加 

QRコード 

城山病院 公式LINEアカウント QRコード 


